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はじめに 

鶏伝染性気管支炎（以下ＩＢ）は、養鶏産業に影響を与え続ける疾病である。今後のＩＢコントロールには、ＩＢウイルス

（以下ＩＢＶ）が関与する病性鑑定事例の疫学的な解析が有用である。近年、遺伝子検査を用いた分子疫学解析の実施により、

以前よりも多くの疫学情報が得られるようになった。このため、県内での IBV疫学情報収集のため、県内でＩＢＶが分離され

た病性鑑定事例について解析を実施した。 

 

材料 

平成 21年度以降に実施した、病性鑑定検査 7事例で分離された、8株のＩＢＶを材料とした。（表１） 

 

    

 

方法 

県内分離株の S-1 領域遺伝子について、「遺伝子型別検査」「分子系統樹解析」を実施した。また、接種ワクチンと分離ＩＢ

Ｖとの S-1遺伝子型を比較した。そして、臨床症状や最終診断と分離ＩＢＶの関係について考察した。 

 

結果 

 県内で分離された IBVの S-1領域遺伝子型は、JPⅠ：2株、JPⅡ：3株、JPⅢ：2株、JPⅣ：1株であった。（表２）また

分子系統樹解析の結果、県内分離株は比較的近縁であった。（図１） 

 

        

 

 接種された、もしくは接種を予定していたワクチンと、分離 IBVの S-1領域遺伝子型を比較した結果、多くの事例では一致

していなかった。一部の事例では、同型ワクチンを接種予定であったが、IBV 分離時（発症時）は同型ワクチン接種前であっ

た。（表３） 

 



    

 

 臨床症状、病性鑑定検査の最終診断と分離 IBVの関与について考察した結果、一部の症例で、分離 IBVの臨床症状への関与

が不明なものがあった。（表４） 

 

    

 

考察 

 調査の結果、香川県においても、各種遺伝子型のＩＢＶが検出され、近年報告されたＪＰⅣ型も含まれた。各遺伝子型内で

は、香川県検出株は比較的近縁であった。分離株と接種ワクチンの遺伝子型は一致しなかった、もしくは同型ワクチン接種前

の発症であった。IBV、No６、７、８については、検出された鶏はＩＢと診断されず、不顕性感染していたと考えられた。継

続的な疫学的解析の実施と情報の蓄積は、今後の IBVコントロールの一助となると思われる。 

 


